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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国東北で進行している地域構造の変化を地理学的な調査に基づいて解明するこ
とをめざして、3年間にわたって行われた。フィールド調査は、初年度が長春、2年度が松原、3年度が延吉という、吉
林省の異なった性格をもつ３つの地域で行われた。農業と農村は近代的開発としてのフロンティア性を残す一方、都市
は資源・生産依存から消費志向へと発展軸を交替させていることなど、本研究は構造変化の多様性を実態的に明らかに
した。

研究成果の概要（英文）：This research has been aimed at revealing the change of regionl structure in 
Northeast China through geographical surveys for three years. Field surveys were carried out in three 
different area in Jilin province, Changchun in the first year, Songyuan in the second and Yanji in the 
third year. While the agriculture and rurality remain the character of frontier as modern exploitation, 
the urban development changed the axis from the dependence on resource and manufacture to the 
acceleration of consumption. Multiple changes of regional structure were showed by this research.
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１．研究開始当初の背景 
 中国東北は、19世紀に開発が本格化した地
域であり、その過程に日本が満洲国を通して
関与したことから、植民地経営の文脈と人民
共和国における国家建設が切り離されて論
じられる傾向があった。また後者についても、
中国東北は高度経済成長下において先進地
域から問題地域へと後退し、「振興東北」政
策が実施されるに至っており、歴史的展開と
現在的状況にかかわるフィールド調査に基
づく、地域構造の変化の解明と新たな東北像
の提示とは、地理学の専門領域の中にとどま
らず、隣接分野においても、また社会的にも
重要な課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、中国東北で進行している構
造変化を、地域スケールの重層性に着目した
地理学的な調査に基づいて、実態的に解明す
ることをめざしたものである。中国東北では、
2003 年に始まる「振興東北」政策の下で工
業・農業の構造改革と交通・通信の基盤整備
が行われており、資源の開発や、都市の発展
と相乗的な関係を持ちつつ、地域構造の転換
が急速に進んでいる。そのために既存の地域
像は陳腐化しており、総合的なフィールド調
査を通して地域を捉えなおす必要があった。
それは北東アジアの一員である日本で環日
本海的な視圏から進められている開発構想
にとって、喫緊の課題でもある。本研究課題
は、中国地理に熟達した研究者集団が、現地
研究者と協力して、学術的課題でありかつ社
会的含意をもつ調査研究に取り組んだもの
である。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題は、中国東北の構造変化を解明
するに際して、フィールド調査を主たる方法
とした。研究期間である３年間、毎年夏季に
中国東北（長春・松原・延吉）において、２
週間にわたって、聞き取り調査・景観観察・
文献収集からなるフィールド調査を一体と
なって行った。実施にあたっては５つのグル
ープ（農村班・経済班・都市班・民族班・観
光班）を形成して、効率的な活動を進めた。
カウンターパートは中国科学院東北地理与
農業生態研究所（張柏教授）である。調査で
得た知見の共有と公開を進めるために、毎年
冬季に中国研究者を招聘して国際ワークシ
ョップを開き、さらに最終年度の 9月には国
際シンポジウムを行った。社会への知見の還
元の一助として調査報告書をインターネッ
トに公開した。 
 
４．研究成果 
(1) まず年度ごとの研究成果を記してゆく。
平成 24 年度は、吉林省長春市をフィールド
として、8 月 13 日から 27 日までの 2 週間に
わたるフィールド調査を行った。参加者は研
究代表者の小島、研究分担者の秋山・小野

寺・松村・高橋の 5名に加えて、連携研究者
2名（柳井・阿部）、研究協力者 3名（柴田・
石田・金）の総勢 10 名であり、カウンター
パートは張柏教授を代表とする中国科学院
東北地理与農業生態研究所と東北師範大学
の研究者である。フィールド調査は、5 つの
グループに分かれて、日中共同で行われた。
農村班は長春近郊における農村・農業の変遷
についての調査を行い、東北農業の生産主義
的展開と自給性の関連や初等教育の様態を
明らかにした。都市班は長春市街の景観観察
を行い、都市計画と景観変遷の実態を明らか
にした。経済班は国有企業及び外資系企業の
訪問調査を行い、経済転換の進展を明らかに
した。民族班はモスクとムスリムを採訪し、
長春におけるイスラームの変遷について明
らかにした。観光班は満洲国関係の観光地に
ついて調査を行い、都市観光の現状を明らか
にした。各研究者はフィールド調査を通して
収集した資料をもとに、12月に京都大学で開
催された国際ワークショップにおいてディ
スカッションを深め、個別の論考を公刊する
とともに、3 月に立正大学（熊谷市）で開催
された日本地理学会春季学術大会において、
研究成果を発表した。さらに調査報告書とし
て『中国東北における地域構造変化の地理学
的研究－長春調査報告』を公刊し、インター
ネット上でひろく公開した。 
 
(2)平成 25 年度は、吉林省松原市をフィール
ドとして、8 月 15 日から 28 日までの 2 週間
にわたるフィールド調査を行った。参加者は
研究代表者の小島、研究分担者の秋山・小野
寺・松村・高橋の 5名に加えて、連携研究者
1名（キム）、研究協力者 2名（柴田・石田）
である。フィールド調査は 6つのグループに
分かれて、日中共同で行われた。農村班は松
原近郊における農村・農業の変遷についての
調査を行い、水稲生産の歴史的変遷の様態を
明らかにした。都市班は双子都市である松原
の景観観察を行い、都市構造の変化と都市公
園の利用状況を明らかにした。経済班は松原
の経済基盤となっている石油企業をめぐっ
て調査を行い、その生産と生活について明ら
かにした。民族班はモスクとムスリムを採訪
し、松原におけるイスラームの状況について
明らかにした。観光班はモンゴル族関係の観
光地について調査を行い、民族観光の開発過
程を明らかにした。教育班は市街地の小学校
を訪問し、その分布論的特徴を明らかにした。
各研究者はフィールド調査によって収集し
た資料をもとに、12 月に京都大学で開催され
た国際ワークショップにおいてディスカッ
ションを行った。さらに調査報告書として
『中国東北における地域構造変化の地理学
的研究－松原調査報告』を公刊し、インター
ネット上でひろく公開した。 
 
(3)平成 25 年度は、8月 9日から 25 日までの
17 日間にわたって吉林省延吉市とその周辺



においてフィールド調査を行った。参加者は、
研究代表者である小島、研究分担者の小野
寺・松村・高橋の 3 名、さらに連携研究者 2
名（キム・阿部）、研究協力者 2 名（秋山・
石田）であった。フィールド調査は、4 つの
グループに分かれて、それぞれ日中共同で行
われた。農村班は、延吉周辺の農村において
聞き取り調査を行い、朝鮮族の出稼ぎにより
農業と農村の流動化が進む様態を明らかに
した。都市班は、市街地の景観観察からその
形成について考察を行い、辺境と少数民族地
域の都市の特性を指摘し、都市住民のレジャ
ー活動を実態的に考察し、また住民組織であ
る社区居民委員会に着目して、その都市社会
空間としての充実を明らかにした。経済班は、
情報サービス産業の立地展開を検討し、言語
を通した韓国経済への包摂状況を明らかに
した。文化班は、公園・広場の観察から、レ
ジャー空間に民族性が反映しているとした。
9月 21 日には、富山大学で開催された日本地
理学会秋季学術大会において、中国から 2名
の研究者（張柏・魯奇）を招聘してシンポジ
ウム「ポスト満洲としての中国東北－フィー
ルド調査に基づく地域像再考－」を開催し、
科研メンバーからは、小島・小野寺・秋山・
松村・阿部が発表を行った。3 年間の調査研
究活動の総合をめざしたものである。さらに
1 月 11 日から 12 日にかけて、京都大学で延
吉調査のワークショップを開催した。 
 
(4)本研究課題を通して、中国東北について
いかなる地域像が提示されたであろうか。地
域像は本来、複合的に構成されるものである
が、いくつかの要点にまとめることは許され
るであろう。中国東北は清朝の封禁が解かれ
てのち、近代に開発が進んだ地域である。満
洲期はその一つの過程に位置づけられるが、
その後の社会主義的開発や構造調整、高度経
済成長を経験した現在の都市化や工業化、農
業開発について、満洲期の貢献を過大に評価
することはできない。1 億を超える人口を有
するに至った中国東北は、土地や資源に恵ま
れたフロンティア的性格を残しており、なお
潜在力を持った地域とみなすことができよ
う。 
 
(5)本研究課題は、個別の論文と学会発表に
よって、ひろく地理学において認知されるに
いたっており、とくに最終年度に日本地理学
会大会において開催した国際シンポジウム
では、多くの聴衆を得て、活発な議論が展開
された。歴史学や経済学といった隣接分野と
の交流も地域研究をアリーナとして進んで
おり、学生や一般社会への還元も多様な形態
で展開されている。また調査の過程において、
日本と中国の研究者が協同し、学術交流と相
互理解が深まったことは、本研究課題から派
生した成果の一つと言えよう。 
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